
第２回アイランドシティ・未来フォーラム 

平成２３年８月２０日（土） 

 

 

【事務局（谷口）】  それでは、時間になりましたので、開会に先立ちまして事務局から

ご連絡申し上げます。 

 まず、本日お配りしております資料の確認をお願いいたします。資料は会議次第、委員

名簿、座席表、それからアイランドシティの都市機能について、アイランドシティ自然エ

ネルギー活用ビジョンの資料をお配りしております。 

 次に、第１回フォーラムにはご欠席で本日ご出席の委員の方を改めてご紹介させていた

だきます。 

 株式会社ＤＬＣ日中ビジネスコンサルティング代表取締役社長の青木委員でございます。 

【青木委員】  よろしくお願いいたします。 

【事務局（谷口）】  なお、本日は九州経済産業局長の滝本委員はご欠席でございます。 

 次に、報道関係の皆様及び傍聴される皆様には、当フォーラムの円滑な議事進行にご理

解とご協力をお願いいたします。カメラ等の撮影取材は委員の皆様の自由な発言、議論の

妨げとならないよう、十分なご配慮をお願いいたします。 

 また、傍聴者の皆様には注意事項をお渡ししております。傍聴席からの発言や拍手等は

できません。注意事項を守られない場合は退席していただきますので、ご協力のほどどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、これより会議の進行は出口委員長にお願いいたします。よろしくお願いいた

します。 

【出口委員長】  どうもありがとうございます。委員長を仰せつかっております出口で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 時間も限られておりますので、私のあいさつは割愛させていただきます。 

 それでは、ただいまから第２回アイランドシティ・未来フォーラムを開催いたします。 

 早速ですが、議事に入らせていただきます。本日はアイランドシティの都市機能につい

てを議題として、まず港湾局から３０分程度ご説明を受けた後に、質疑応答を中心にご議

論いただきたいと思っております。 

 それでは、港湾局からのご説明をまずお願いいたします。 
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【港湾局（馬場）】  福岡市港湾局の馬場でございます。 

 今からスクリーンに映すのはお手元にある資料と全く同じものでございますので、お手

元の資料も活用しながらごらんください。 

 それでは、１ページをめくって、目次のほうから見ていただきます。 

 今日の議題でございますが、まず一つ目はアイランドシティの位置づけということで、

全市においてアイランドシティがどのような位置づけにあるかということでございます。 

 それから、アイランドシティの都市機能というのが今回のテーマでございますので、産

業についてはどんなふうに考えていくかというのが二つ目のテーマでございます。 

 それから、環境共生のまちというのがもう一つのテーマでございます。 

 最後に、多様な都市機能ということで、公共的な機能も含む産業以外のいろいろな機能

についてのテーマをご議論いただきたいと思っております。 

 それでは、アイランドシティの位置づけのページに行きます。 

 これは全市的な位置づけのお話ですが、福岡市のマスタープランの中でアイランドシテ

ィは位置づけられておりまして、最新鋭の港湾施設を備えた国際物流拠点の形成という港

づくりの話、それともう一つは環境と共生し、質の高い居住環境や新しい産業集積拠点を

形成する先進的モデル都市づくりということで、本市東部における新たな拠点地域の形成

を目指すということで、東部における拠点をアイランドシティでつくっていこうという全

市的な方針がございます。 

 それから、アイランドシティの中での位置づけでございます。アイランドシティ事業計

画の中におきまして、まちづくりエリアのコンセプトを定めております。「都市活力の向上

に挑戦する“グリーンアイランド”の創造～豊かな自然と共生する低炭素型のまちづくり

～」というコンセプトを掲げておりまして、それに合わせてまちづくりエリアの目標像を

三つ掲げています。「多様な人が学び、新たな産業を創出するまち」「環境共生を実感でき

るまち」「多様な都市機能と良質な住環境が共存する交流のまち」と、先ほどご説明いたし

ました目次に沿ったような形の中身になっております。 

 次のページで、では土地利用ゾーニングを見たらどうかということでございますが、こ

れは前回ご説明しておりますけれども、アイランドシティのまちづくりエリアだけの図面

でございますが、海側のところが住宅ゾーン、それからみなとづくりエリアとの境のとこ

ろが新産業・研究開発ゾーン、産業系でございます。それから赤で囲んでいるところがセ

ンター地区、「にぎわいと触れ合いの場」をつくっていこうというところでございます。そ
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れから複合・交流ゾーンにつきましては、資料の表の下のところに書いていますけれども、

健康・医療・福祉、国際ビジネス、商業、居住等の機能を導入し、複合的な交流空間を形

成していくというゾーンでございます。 

 ボリューム感をご確認いただくために、ゾーン別の分譲計画について、先ほどのゾーニ

ングに従って色分けをしております。表の右下をごらんいただきたいんですけれども、今

後分譲していくのが６３.６ヘクタールでございます。そのうちの２９.７ヘクタールとい

うほぼ半分が住宅、複合・交流ゾーンが１４.６ヘクタール、新産業・研究開発ゾーンが１

９.３ヘクタールというボリュームになっております。 

 それから、次に産業の項目でございます。福岡市において産業誘致をどのように考えて

いるか、本市において産業集積を図る分野をこの表に掲げております。この対象分野につ

いては、福岡市の企業立地交付金で誘致活動を行っているということでございます。対象

分野は、情報関連産業、ナノテク・環境・エネルギー、それからデジタルコンテンツ、自

動車、健康・医療・福祉、都市型工業、アジアビジネス、物流関係となっております。 

 次に、参考に載せております立地交付金の中身ですけれども、簡単にご説明しますと、

所有型というのは土地、建物に投資をしていただいて、新しく持っていただく型です。賃

貸型というのは、対象業種の方に借りて事業を行っていただきます。その他というのは調

査費のようなことで、外国企業が出てきた場合ということで、新設の場合だと総投資額の

１０％で限度額１０億円という制度を福岡市の場合は持っております。 

 それから、他都市の事例でございます。詳細にご説明することは避けますが、例えばそ

れぞれ都市の特性がありまして、いろいろなものを置いております。例えば仙台でありま

すと広域集客型産業を持ってきたり、さいたまや千葉であれば本社機能に関してお金を出

しています。例えば横浜だと上限が２０億だったり、静岡だと上限が３０億だったり、そ

れぞれ各都市で考えて制度を持っているところでございます。名古屋市だとデザイン産業

を振興したり、大阪だと理工系の大学や生活利便施設にも支援をしております。 

 額としては浜松が３８億円と一番大きな額になっていますが、京都や新潟のように上限

なしということで、固定資産税５年分相当額の交付金を出しているところもございます。

それから、交付金はないけれども税金の軽減ということで、例えば堺市でありますと５年

間５分の４の軽減をするという制度をとっているところもございます。 

 それから、表の一番下になりますけれども、企業立地交付金制度のほか、札幌、名古屋、

神戸、北九州などでは土地の賃貸制度を設けておりまして、産業の誘致を行っているとこ
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ろでございます。 

 それから、次は福岡市の空間ということで見たときに、どのような産業集積拠点がある

かということでございます。九大の周辺でナノテク関連産業を振興しているところでござ

いますし、シーサイドももちでは情報関連産業の立地が進んでおります。一番の業務系は

もちろん都心部でございまして、そういう中でアイランドシティにはどのようなものを形

成していくかということでございます。 

 アイランドシティの産業集積方針としましては、新産業・研究開発ゾーンでは四つの集

積を進める分野を掲げています。健康・医療・福祉、知識創造型産業、自動車、国際ビジ

ネスでございます。その中でも研究開発機能や人材育成機能を中心に立地を進めていきた

いと考えています。 

 それから、赤丸のセンター地区でございますが、商業・業務とか教育・科学・文化・芸

術機能などの多様な都市機能を導入し、広域から人が集まる「にぎわいと触れ合いの場」

を形成ということでございまして、アイランドシティセンター地区には企業立地交付金が

別途ございます。延べ床面積１万平方メートルを超える大規模な集客施設について交付金

を出すものでございます。 

 その下の括弧のところに書かせていただいていますけれども、商業施設については現在、

土地の賃貸による事業展開というのが一般的でございまして、商業施設の事業者からは、

土地は賃貸でやるほうが事業はしやすいという声も上がっているところでございます。 

 それから、ふくおか健康未来都市構想の推進でございます。先ほど四つの方針の中の一

つの健康・医療・福祉関連の振興ということで、ふくおか健康未来都市構想の推進を行っ

ています。これはちょっと省略して説明させていただきますが、メディカルコア機能──

新こども病院、杉岡記念病院などの高度な専門医療機関を集積していこうということでご

ざいます。 

 それから研究開発・ビジネス機能は、黄色の枠の中で書かせていただいていますけれど

も、アジア諸国の福祉ニーズに対応するために、高齢化で先行している日本の知恵をアジ

アとともに研究していって、アジアに貢献していこうという考え方でございます。それか

ら福祉・居住機能ということでございまして、こちらのほうは福祉施設とかでございます。 

 実際に高度専門医療機関とかは、こども病院、杉岡記念病院、高齢者関連は特養、それ

からスポーツ研修施設が出てきております。 

 それから、産業連携や創業支援機能ということで、福岡ビジネス創造センターを開設し
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ております。こちらのほうはインキュベーション機能を持つ施設でございます。もう一つ

は産学連携の共同研究を行っています。インキュベーション施設への入居期間は原則３年

までになっていますので、入居企業はどんどん入れかわっていくという形態でございます。

それからサイバー大学でございますが、アジアビジネス特区を活用した、インターネット

で行う４年制大学をこちらに立地していただいております。 

 それから、企業立地の状況でございます。２３年８月現在で、本社を移転してこられた

事業者も含めて１９社が進出しています。うち１２社はビジネス創造センターの中に入居

されているという状況です。 

 進出している理由でございますが、自然が豊かで職場環境が良好である、高速道路への

アクセスがよく車による広域活動には便利である、空港が近くアジアや東京の取引先との

アクセスがよい、駐車スペースの確保が容易である、福岡市は人材確保がしやすいという

ことで進出をされております。 

 逆に進出を見合わせられた理由で、土地の価格が想定と合っていなかった、鉄道が通っ

ているなど交通利便性の高いところがいい、賃貸オフィスの需要は都心部に集中している、

小規模（数百～数千平米）での土地購入を希望していた、アイランドシティは島形式でご

ざいますので、周辺から人を呼び込むためには高い集客力がないと難しい、それから土地

の賃貸を希望しているというお話でございました。 

 それから３番目、環境共生のまちでございます。こちらもアイランドシティ事業計画の

中で環境共生を掲げております。自然環境との共生とか省エネルギーシステムの導入など、

環境共生都市を目指した取り組みを推進するということで、三つのテーマと五つのキーワ

ードに基づき都市づくりを行っていくことにしております。低炭素型モデル都市づくりだ

とか自然との共生、持続可能なまちということで、エネルギー、マネジメント、資源循環、

自然環境、ライフスタイルというキーワードをもとにまちづくりを進めていくということ

でございます。 

 それから、次のページでございますが、太陽光などの自然エネルギーを活用したまちづ

くりを進めていこうということで、アイランドシティ自然エネルギー活用ビジョンを取り

まとめております。皆さんのお手元に配付させていただいているものでございます。中身

としましては、中期・長期の取り組みと将来のまちの姿を示したものでございまして、こ

こでは中期と長期から主な取り組みを一つずつご紹介しようと思っています。 

 中期でございますが、おおむね５年後、ＣＯ２ゼロ街区の形成ということでございまし
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て、街区内の全住戸に太陽光発電を設置して、燃料電池と合わせてメガワット級の創エネ

を行うということで、全１７５戸で太陽光が６.２８キロ、または太陽光４.１５キロ＋燃

料電池ということでやっていこうと思っています。それから、高気密・高断熱仕様、ＬＥ

Ｄなどの先進的な省エネを入れていこう、すべての住戸にモニターを設置して、個々の住

宅と街区全体での「見える化」を行っていこう、それから電気自動車やプラグイン・ハイ

ブリッド車の導入を促進していくために充電用のコンセントを全戸に設置していこうとい

うことでございます。 

 それから２０年後、長期の取り組みでございますが、地域内における「エネルギーの地

産地消」の実現を目指したいと。電気とか熱のエネルギーを地域内で融通・共同利用して

いきたい、自然エネルギー等を地域内で効率的に活用していくための基盤インフラを整備

していきたいということで、下の図のようにイメージしております。 

 それから次、福岡スマートハウス・プロジェクトでございます。ＩＴを活用した家庭内

の賢く効率のよいエネルギー制御を目的とした実証実験で、福岡市は場所を提供しており

ます。実施主体は福岡スマートハウスコンソーシアムということで、スマートグリッド関

連機器を研究開発する３０の企業や大学が参加されております。それぞれの分野の技術と

か機器を持ち込んで、皆さんで組み合わせて実験をしています。場所はアイランドシティ

の中央公園内にあるレンガ住宅で行っておられます。発電・創エネの話、制御の話、蓄電

の話、管理の話など、それぞれの得意とする分野の技術を持ち寄って、つなぎ合わせて実

験をしています。 

 それから、もう一つの柱でございますが、多様な都市機能があるまちということで、こ

れもアイランドシティ事業計画の中に幾つか触れております。 

 一つは、環境共生のまちづくりの拠点機能が要るのではないかということでございます。

アイランドシティを中心とする博多湾東部地域は環境共生のまちづくりの重点地域として、

環境の保全・創造や環境共生の取り組みを積極的に推進していくべきエリアだろうという

ことで、その取り組みを支援するような環境情報や教育・交流などの拠点機能が要るので

はないかということでございます。 

 それから、健康・スポーツ促進ゾーンでございます。海の中道や雁の巣にホークスの二

軍とかアビスパの練習場、それからパークポートのほうにもコカ・コーラウエストとかア

ビスパのグラウンドがございます。こういうふうな周辺のスポーツ施設と、アイランドシ

ティの中にもグリーンベルト、中央公園、外周緑地といろいろございます。ふくおか健康
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未来都市構想に基づき集積している健康・医療・福祉関連施設等もありますので、健康・

スポーツ促進ゾーンのような形で広域的につくっていけないかという考え方でございます。 

 ３番目が、集客・交流機能が集積した活気とにぎわいにあふれた拠点の形成でございま

して、アイランドシティの立地特性、下に書かせていただいておりますが、例えば都心・

空港からわりあいに近いという話であるとか、大規模なまとまった土地の確保が容易であ

るとか、周辺の緑の環境が豊かであるとか、そういうところにふさわしい教育・科学・文

化・芸術施設などの集客・交流機能を集積していってはどうかという考え方でございます。 

 それから、以降は参考でございます。アイランドシティの立地特性で、これも前回お配

りしていると思いますが、アイランドシティの大きさを実感していただくために、博多駅

から考えますと舞鶴公園の手前までアイランドシティがあるという図でございます。 

 それから、次のページはアイランドシティの立地特性ということで、豊かな自然環境が

あるということでございます。志賀島からずっと緑が続いているという状況でございます

し、エコパークゾーンということで、海を生かした環境の場をつくっていきたいと思って

おります。 

 それから、次の立地特性でございますが、環境関連施設、これは生態系関連も含めまし

て考えますと、マリンワールド、淡水化施設、清掃工場、それから大学や財団法人などの

研究機関がいろいろございますし、図面の下のほうには、ＮＰＯあるいは市民の活動が活

発に行われているところでございます。 

 それから、スポーツ関連施設でございますが、雁の巣レクリエーションセンターにはソ

フトバンクの二軍やアビスパの練習場もあります。それからフットボールセンター、さわ

やかスポーツ広場、野球場もございますし、スポーツ研修施設やみなと１００年公園もあ

ります。そういう中で、その環境を生かしながらスロージョギングの教室が毎月開催され

ていたり、昨年度はツール・ド・フクオカの自転車のイベントが行われております。 

 それから参考２は他地域の開発事例と比較したらどうかということでございまして、福

岡市内でいきますと、埋立地の事例としてはシーサイドももちがございます。面積が１３

８ヘクタール、分譲期間は６１年から２１年ということで、約２４年かかっております。

居住人口は８,０００人、就業人口は１万４,０００人、税収は５６億円でございます。こ

れは市税だけでございまして、このほか推計で県税だと３１億円、国税だと６３億円とい

うことで、まちづくりに関しての税源涵養効果は、新規の開発については間違いなくある

ということでございます。 
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 それから、主な公共的施設としましては、博物館、図書館、タワー、こども総合相談セ

ンター、ソフトリサーチパークの関連施設ということで、かなり公共施設が出てきており

ます。分譲面積約９５ヘクタールのうち、公共的施設の立地が１３％でございまして、ア

イランドシティは現時点では約３％という状況でございます。 

 それから、地行・百道地区の中の業務系のコア施設といいますか、福岡ソフトリサーチ

パークでございます。シーサイドももちのうちの６.３ヘクタールで、ソフトリサーチパー

クセンタービルと財団法人の技術研究所を中核として、国内外の情報関連企業の研究部門

等が立地しております。近隣にも福岡ＬＳＩ総合開発センターなど国関係の施設とか、半

導体関係の集積も行われております。それから、ここに事業所数が１０８社、従業員が約

６,０００人、総生産が６００億ということで、この１区画においてもかなりの産業振興効

果があると考えております。 

 それから、次のページでございます。こちらのマリナタウンはシーサイドももちよりも

っと住宅系が強いところでございますが、面積は７４ヘクタール、分譲期間は６１年から

１９年で、９,９００人がお住まいでございます。就業人口５００人で税収が１３億円。ち

なみに、このほか推計で県税だと６億円、国税だと２１億円ということで、やはり新規の

開発エリアにおきまして税源涵養効果がはっきり見られます。それから、主な公共的施設

としては女子校がここにございます。分譲面積４６ヘクタールのうち、公共的な施設の立

地は１５％ということでございます。 

 他地域の事例としまして、他都市を見てみたいと思います。横浜のみなとみらい２１で

す。面積は１８６ヘクタールということで、ほぼアイランドシティのまちづくりエリアと

同じです。居住人口７,６００人、就業人口は６万７,０００人、進出企業も１,２５０社と、

かなり集積が進んでいるところでございます。税収も市税だけで１４５億円です。特色と

しましては、東京に負けないような中枢管理部門を誘致しようということで、日産グロー

バル本社等が立地しております。主な公共施設としては、パシフィコ横浜、横浜美術館、

博物館、みなとみらいのスポーツパークなどでございます。分譲面積のうち公共的施設は

１７％でございます。 

 それから、次は神戸市ポートアイランドでございます。こちらは８３３ヘクタールです

が、１期・２期に分かれております。居住人口が約１万５,０００人、３１６社が進出して

きております。特色は、医療産業都市ということで理化学研究所などの先端技術の拠点が

出てきている、それから学術都市ということで大学が複数出てきているというところでご
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ざいます。主な公共施設としては、青少年科学館、スポーツセンター、国際会議場、医療

産業都市構想関連の施設でございます。医療産業都市構想関連の施設としましては、中核

施設として理化学研究所が三つほどございまして、再生科学の関係、分子イメージング、

それからスーパーコンピューターでございます。それからそれに関連して、先端医療セン

ターであるとか神戸臨床研究情報センター、バイオメディカル創造センター、国際ビジネ

スセンター、インキュベーションオフィスなどを整備しているところでございます。 

 次は東京都でございます。東京都の臨海副都心は４４２ヘクタールで、ちょうどアイラ

ンドシティと同じぐらいの大きさになります。特色としては、官民の展示施設・機能が集

積しているということで、日本科学未来館、船の科学館、東京都水の科学館、それから有

明のスポーツセンター、コロシアム、ビッグサイト、パナソニックセンターなどが集積し

ております。分譲面積のうち１４％に公共施設が張りついております。 

 それから次の参考３は、まちづくりについての住民アンケートで意見が多かった項目と

いうことで、平成２２年８月に福岡市が実施したものでございます。交通アクセスについ

てはバスの増便・自専道の延伸、生活利便性についてはスーパー等の立地、マナー・交通

安全は夜間見回り、医療施設については病院等・医療施設の充実、スポーツ・文化関連で

は文化施設・健康増進施設の立地。 

 第１回目のフォーラムでお話がございましたとおり、３回目、次回のフォーラムで地元

自治組織が実施したアンケート結果について委員からご報告がある予定になっております。 

 それから、アイランドシティ立地企業等連絡協議会でございますが、アイランドシティ

で活動する各企業・団体が共通の課題に連携して、まちの魅力を図ることを目的として設

置しております。効果的な情報発信とかイベントの連携、まちの魅力向上策などを検討し

ております。立地企業の方々も都市機能等についてご意見があられるようで、できれば３

回目の未来フォーラムで意見を述べる場を設けていただけるとありがたいというお話があ

っております。 

 以上でございます。 

【出口委員長】  どうもありがとうございました。 

 今の説明に対してのご質問などをお受けする前に、既に事前にお目を通していただいて

いる方はおわかりのとおり、資料の３１ページ目の最後に記載してありますように、次回

の第３回目のこのフォーラムで、立地企業等の連絡協議会の民間事業者から、立地した企

業の立場でまちづくり等についての意見を述べる機会を与えてほしいという要望が上がっ
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ているということです。これの取り扱いについてまずお諮りしたいと思いますが、何かご

意見等ございますか。直接この場に来ていただいてご意見を述べていただくことについて、

いかがでしょう。ご賛同いただければ、次回にお呼びして意見を述べていただきたいと思

いますが、よろしいですか。 

〔「異議なし」との発言あり〕 

【出口委員長】  ありがとうございます。それでは、皆さんのご賛同をいただいたとい

うことで、次回、立地企業等連絡協議会の民間事業者の方をフォーラムに招聘しまして、

直接意見を述べていただくことにしたいと思います。 

 あわせて、前回ご提議ありましたように、住民の方の意見も集めていただいているので、

それもあわせてこの場でご披露いただくということで、よろしくお願いいたします。 

 それでは、今ご説明していただきましたアイランドシティの都市機能について、この内

容に基づいて議論を進めていきたいと思います。何かまずご不明な点等ありましたらご質

問いただきたいと思います。いかがでしょう。何かありますか。 

 では、皆さんに考えていただいている間に、私のほうから何点か確認だけさせていただ

こうと思います。一つちょっとわかりにくかったのが、資料の３ページ目のアイランドシ

ティの位置づけに土地利用ゾーニングとゾーン別の分譲計画があり、下に表が載っていま

すが、面積が合計で１０６.９ヘクタールとなっています。この図に記載の全体が１０６.

９ヘクタールですか。この表と図との対応を確認させていただきたいんですが。 

【港湾局（馬場）】  分譲する区画の面積ということでございまして、例えばこの表の下

の米印の２番目にあるように、各ゾーンの面積は、ゾーン内の各区画の面積を合計したも

ので、道路とか公園あるいは小中学校、公民館の面積を除いております。例えば中央公園

や小中学校というのは面積に入っておりません。それを除いた分譲面積として１０６ヘク

タールということになります。 

【出口委員長】  私の記憶だと、全体が２００ヘクタール近かったですよね。 

【港湾局（馬場）】  そうです。全体では２００ヘクタール近いです。 

【出口委員長】  ということです。よろしいですか。ほかに何か確認したい点等があり

ましたらお願いしたいと思いますが、よろしいですか。 

 そうしましたら、どこからでもよろしいですかね。今日は主にアイランドシティのまち

づくりエリアと呼ばれている部分の内容について、皆様からご意見等、コメントをいただ

きたいと思います。それでは森委員、お願いします。 
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【森委員】  今ご説明を受けまして、ちょっとお聞きしたいのは、他地域の事例で、例

えば横浜だったらみなとみらい、あるいは神戸だったらポートアイランドというふうにな

っていますが、全国にこういう名前で発信しているというような正式名称みたいなのはあ

るんですか。 

【出口委員長】  前回も名称の話が出ましたけれども、これらのほかの事例に関しては

どうなんでしょう。 

【港湾局（馬場）】  済みません、正確には存じ上げていないんですけれども、ポートア

イランドとかこの辺、あるいはみなとみらい２１も、これはもともと別の事業名がありま

して、それを統括した形の愛称といいますか呼び名といいますか、そういうものだと思い

ます。例えば福岡市のシーサイドももちは、事業の正式な名称としてはシーサイドももち

という事業の名称ではなくて、シーサイドももち地区という形のとらえ方をされておりま

す。それと同じような形で、例えばポートアイランドだったら地元での愛称として呼ばれ

ていると聞いております。 

【出口委員長】  既にここで紹介されている名前が愛称なのですね。さらに「みなとみ

らい２１」というのは非常に長いので、よく「ＭＭ２１」と呼んだりしていますね。アイ

ランドシティのことを「アイシー」と呼んでいるのと同じようなことかと思います。 

 はい、どうぞ。お願いします。 

【増山委員】  増山でございます。 

 今のご説明の中で、ある程度前回の流れもあるのでわかるような気もするんですが、２

１年１２月策定の計画に基づいて進められていて、港湾局さんというか市としての課題と

か悩みという部分についてはご説明がなかったと思うんです。その辺はどんな感じかとい

うのを教えていただきたいと思います。 

【出口委員長】  今日のご説明は、計画どおり順調にいっているということが中心だっ

たような印象も受けますが、どうでしょう、もし課題について整理されていたら、お願い

したいと思います。 

【港湾局（馬場）】  今の申し上げ方は、事業計画の中でこういうことを目指していると

いうことで申し上げたもので、このとおり順調にいっているということではございません。

そういう意味では、さまざまな課題は正直ございます。 

 例えば３ページの図面でゾーン別の分譲状況を見ていただきたいんですけれども、ここ

の博多港開発工区、中央公園があるほうを見ていただきますと、右側のほうとかはかなり
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白い。つまり住宅系についてはかなり事業が進んできていると言えるんですが、新病院の

上下といいますか、このあたりのかなりの面積がある産業ゾーンについては、実際の進出

事業者である医療機関と高齢者施設以外、なかなか土地を買ってまで進出していただける

事業者が見つかりづらいというところが正直ございます。福岡市がアイランドシティをつ

くるときの四つの目的のうちの一つであります産業ということに関して、いかにしてこの

残された大規模な土地に根づかせるかということについては、非常に課題だと思っており

ます。 

【出口委員長】  今のお話はどれですかね。９ページを見たほうがよろしいんですかね。

今お話になっていたのは９ページ目の水色のところですか。 

【港湾局（馬場）】  そうでございます。 

【出口委員長】  水色のゾーンの土地処分を進めるのが課題というふうにお考えだとい

うことですかね。 

 伊東委員、お願いします。 

【伊東委員】  伊東でございます。前回も思ったんですけれども、今回ご説明を聞いて

いて、例えばゾーニングの性格づけをある程度はされていると思うんですが、各回の討議

するテーマをもう少し絞ったほうがいいのではないかと思います。例えば住宅ゾーンにお

いてはこれからどうやってまちづくりして人が住みやすい土地にしていくかということと、

この新産業・研究開発ゾーンを同列に語って行くのか、もしくは、異なった地域の複合的

なテーマを融合させていくのかが、はっきりとしない。例えば私もかかわりました、アイ

ランドシティに類似したプロジェクトである、みなとみらいとかポートアイランド、六甲

アイランド、で言えば、六甲アイランドは医療がありましたし、ポートアイランドではフ

ァッションとスポーツというテーマがありました。また、みなとみらいでは文化ホールや

商業施設を中心とした新たな副都心というはっきりしたテーマがありましたけれども、今

のご説明を聞いている限りでは、全体のどこを討議しようとしているのかがはっきりしな

い。この全体を全く一つのまないたの上で料理しようというのは不可能ではないかと思い

ます。テーマ別の討議をしていくべきだと思います。ただ、全体を通じてなされていない、

もしくはしなければいけないこともあって、それは、この島の性格づけです。その中で、

例えば人の生活に落とし込むときはどういうフレームにするか、例えばどういう産業が適

正か。早く分譲したいという必要性はわかるのですが、福岡の中で大事な位置を占め、そ

の新しい中心地となるべき地域全体をしっかり討議していかなければいけない中で、その

 -12-



総合的なビジョンを得るためにも、ゾーン別に各回のテーマを絞って討議していくほうが

いいのではないかと思います。 

【出口委員長】  ありがとうございました。 

 第１回目のときに、このフォーラムの進め方についての説明がありましたけれども、今

回を含めて、１回目から３回目までまず網羅的な説明を受けて、それから４回、５回、６

回目でご議論いただくということにしたので、伊東委員からご指摘いただきましたように、

ぜひ我々のほうである程度テーマのカテゴリーを絞り、それを共に議論していくようにし

てはどうかと思います。 

 よろしいですか、大庭さん。 

【大庭委員】  大庭です。 

 今、伊東委員がおっしゃったように、この住んである方と商業ゾーンというのは関連す

る部分もあるんですけれども、まず今住んである、また将来的にここで生活される１万８,

０００人のことを考えたら、安心安全とか、そのために何をしなくてはいけないかとかい

うのがメーンになってくると思うんですよ。例えば１万８,０００人を想定するならば、今

は犯罪が少ないとかいうことはありますけれども、やっぱり消防署とか消防・警察という

のは当然早目に、事前に置いて、安心安全ということをアピールしながらやっていくべき

だと思います。 

 もちろん、消防になれば福岡市の管轄になりますし、警察の場合は県になりまして、予

算の問題もいろいろありますからあれなんでしょうけれども、これらについていつごろを

想定するかとかいうことを明確にしないと、トータルないろいろな話があるんですけど、

税収を上げるとかいう部分と、まちの人が生活していくのはちょっとずれる部分があるの

で、そこら辺は今、伊東先生がおっしゃるように、まちづくりのために何が必要なのかと

いう部分と商業ゾーンについては別にしたほうがいいのではないかと思います。 

【出口委員長】  そうですね。ありがとうございます。 

 青木委員、よろしいですか。 

【青木委員】  青木と申します。前回欠席をしておりましたので、もしかしたらちょっ

ととんちんかんな話になるかもわかりませんけれども、まずは、今回委員を引き受けさせ

ていただいた経緯のお話をします。もしかしたら全くレールから外れるような話になるか

もわかりませんけれども、でも、そもそも論としてお聞きいただければと思います。正直、

アイランドシティ・未来フォーラムというこのネーミングをお伺いしましたときに、アイ
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ランドシティの今の空き地を埋めるための委員会というイメージが私にはすごく強くあり

ました。それだけだったらあまり参加する意味はないのではと思いました。 

 この委員会は、これほど各界・各層の代表の方々が参加されているのですから、福岡が

目指す１０年後、２０年後、３０年後の未来像をどう描くのか、その中でアイランドシテ

ィも含めたウオーターフロントの部分をどのように捉え、ゾーニングして行くのかを議論

することが大切ではないかと思います。つまり、アイランドシティーだけに焦点が絞られ

るのではなく、これから福岡はどのような都市を目指していくのか、全体像の中でアイラ

ンドシティーがどのような機能を持つ場所にするのかを議論することから出発すべきだと

思うのです。 

 能古島、志賀島も含めて、小戸、マリノア、百道浜から中央埠頭、須崎埠頭、それから

東浜からアイランドシティにつながっていく、このサークルをどのように描いていくのか、

これをどう生かしていくのか。これらのエリアは間違いなく、福岡にとってとても貴重な

財産だと思うんですね。福岡の未来像を考えるときに、このあたりことを議論なくして福

岡の未来、更なる飛躍はないと思うんですよ。ですから、アイランドシティだけに焦点を

絞って議論しても、福岡の未来像は見えてこないのではないかというのが率直な一つの思

いであります。 

 アイランドシティーと福岡市の事だけを考えても、多分福岡の未来像は見えてこないと

思います。これから福岡は極めて重要な都市となってくると思うので、これからは、福岡

県の中での福岡市の役割、九州の中での役割、日本の中での福岡市が持つべき機能とは何

なのか、それを見据えた都市計画が必要なのではないと思うのです。今、震災後の日本の

全体の経済を見渡したときに、これから福岡市が日本の中でどういう役割を担っていくの

か、そのあたりの視点を持って議論していく必要もあるのではないかと思うんですね。そ

ういった意味から考えれば、ここで何回かだけ議論をして福岡の未来が固まるような話で

はないような気もいたします。 

 それから、事務局の皆様がこうやってすごくご苦労なさってつくっておられる資料が無

になるような話をして申しわけないんですけれども、これまでに、私は何度かアイランド

シティにも足を運んで、アイランドシティのタワーマンションの上から下を見渡したこと

が何度かあるんですけれども、美しいロケーションの中に住宅環境が整えつつある状況の

中に、あの大きなコンテナヤードどうしてしっくりときませんね。アイランドシティーを

一体どういう場所にしていこうとしているのか、そのビジョンとか未来像が見えないんで
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すね。アイランドシティーは２０年前に埋め立てをしてから、ずっと利用できない状態の

中できました。いうなれば市民の税金をいっぱい使ってここまできたわけですよね。それ

を取り返すためにも、アイランドシティーを最大の価値を創出して福岡の未来のために生

かして行く必要があると思いますので、この委員会での議論は福岡の未来を作る為につな

がっていくような話に持っていかないと、もったいないんじゃないのかなと思います。 

 例えば今後、福岡市はアジアのダイバーシティーをどのように取り込んでいくのか、何

を強みとして飛躍を図っていくのか。コンテナヤードなどを含む港湾施設もあるんですけ

れども、福岡市はこれからどの機能を持つ都市を目指していくのか、しっかりとして長期

戦略をもって議論して行く必要があると思います。福岡県全体での福岡市の未来を見渡す

中で、物流機能をどこに集中するのか、海の物流と空の物流機能も含めて、今しっかり考

えるときに来ているのではないでしょうか。福岡の歴史と現状を考えたとき、福岡市はや

はり「知のセンター」としての機能、そして文化やスポーツ機能を強化すべきではないか

と考えます。そいう意味でのアイランドシティーの未来像を描くなど。福岡市はこれから

何を目指していくのかという大きな方向性がある中で、アイランドシティの未来像を描く、

そいう事が重要ではなかいと思うのです。長くなってすみません。 

 今日はそもそも論と感想をまず述べさせていただきました。 

【出口委員長】  はい、ありがとうございます。 

 まず土地処分の実務的な課題を解決するという発想から進めるのではなくて、もう少し

大きなシナリオを描いてこの議論を進めていくべきではないのかということでした。この

フォーラムは最終的には提言という形でまとめますので、その提言のまとめ方の枠組みに

ついてのご意見をいただいたと思っています。 

 よろしくお願いします。はい、どうぞ。 

【貫委員】  私はもう少し現実的な立場から物を言わせていただきますと、今、住宅ゾ

ーンというのは、価格も安いし、結構順調に売れていっている。問題は複合・交流ゾーン

と新産業・研究開発ゾーンがなかなか売れないということです。原因は土地が高過ぎると

いうことだろうと思うんですけれども、それを克服するためには補助金の問題も一つあり

ますし、もう一つは、ここの土地を買った場合に将来値上がりするとか、あるいはここに

企業立地した場合に収益が非常に上がるというビジョンみたいなものがないと、なかなか

投資がないのではないのか。 

 そういう観点から見たときに、今ここの住宅ゾーンに関してはいろいろな環境整備その
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他たくさんあるんですけれども、複合・交流ゾーンとか新産業・研究ゾーンに対しては総

花的な記載はあるんですが、あの場所でないとできない、ここの機能を生かしてどうする

というのがちょっとうまく見えてこないというのがあると思うんですね。 

 今ちょっと話がございましたけれども、あそこの一番の特色は、やはり博多港という存

在ですね。横の港ゾーンは非常に高度な機能を持っていますが、それも将来性がどうなる

のか、その将来性がこっち側の住宅ゾーンといいますか、こちら側のほうにどういう影響

を与えてくるか、そこら辺の姿を描いてやることが一番必要ではないかという気がしてお

ります。 

 特に今までは太平洋側がアメリカを向いて非常によかったんですが、アメリカがだめに

なりまして、今や日本海側が非常に脚光を浴びている。先週ちょっと講演会で聞いたんで

すけれども、ウラジオストクでも売りに出ているそうです。これを日本が購入して整備を

して、日本からあそこに荷物を送り込めば、ソ連、それからヨーロッパまでシベリア鉄道

で持っていけるということで、その受け皿港として秋田港が今は整備されているというよ

うな話を聞いているんですよね。それは博多でもいいじゃないかと。だから、日本海をど

う利用するか、博多港をどう活用するかという観点から考えたときに、ここにこういう企

業が立地すれば非常に将来がありますとか、そんなビジョンをぜひかいていただいたらど

うかと思っております。 

【出口委員長】  どうもありがとうございます。はい、どうぞ。 

【甲斐委員】  本来これは１回目に私は出すべきだったかもしれません。これは言わず

もがなで、皆さんわかっているとおりが、今回の大震災が起こって、これからの３０年間

に東海地震と南海地震が起こる確率が８０％から９０％ある。それに首都直下型の地震が

あると言われています。そう考えたときに、日本のあらゆる機能は分散されなければいけ

ないし、当然分散されてくるでしょう。その受け皿が九州であり福岡であり、その場所を

提供できる、そしてそういういろいろな絵がかけるのがアイランドであると思います。配

布資料の２ページ目ですかね、３ページ目ですかね、アイランドシティの位置づけとあり

ますが、その位置づけは大きくが変わってくるのだろうと思います。 

 第３回目で港と空港を一緒にやるということですが、大震災を考えると間違いなく日本

海側の港が絶対要るわけですね。その機能の一番はやっぱり博多港です。そして、博多の

まちが、そういう機能を果たすようになったときに、貫委員とか土屋委員達が検討されて

います道州制・九州府の首都としての福岡・アイランドシテイという位置づけになってい
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くのだろうと私は思います。金印からわかるように、日本の歴史２,０００年の中の徳川幕

府の鎖国までの１,５００年、博多が海外との窓口だったわけです。今回の地震で地方に機

能が分散されるべきだということと、京浜港、阪神港が絶対安全かというとそうでもない

という中で、そういう機能がまず港に求められ、それとあわせて、都市の部分というのが

出てくるのだろうと私は思いますね。 

 ７月２９日の西日本新聞主催で、「辛亥革命から100年、孫文を支えた九州人」というフ

ォーラムがありました。そのときに、香港からジョナサン・チョイという新華通商の総裁

も来て、それに孫文と関わりのあった長崎・熊本・福岡３県の知事と九州国際化推進機構・

九州日本香港協会会長として石原さんとでパネルデイスカッションが行われました。最後

に３人の知事から観光メーンだったこともあるのですが、「各県じゃない。九州だ」という

ことをそれぞれの言い方で言われました。あれを聞いていまして、私はこのアイランドも

そういう位置づけになるのではないかと思いました。そして同友会、九経連、を始めとし

た九州の経済界、それと市民に対して、今までと違うステップに立つアイランドをもう少

し広報していくことが必要だろうと思いました。 

 時期を同じくして香港のファンド・金融機関が今、１０兆香港ドル（１００兆円）以上

を今抱えているとの記事をある新聞で見ました。この円高と日本の税制と、それと彼らの

リターンの求め方といったときに、非常に難しいと思うのですけれども、このアイランド

を全部好きなように使ってくれと外資に言ったら、この厳しい中でも買ってくるだろうと

思います。それぐらいのアイランドであるということです。 

 青木委員が今言われましたが、私もアイランドシティの都市機能と、それと福岡市全体

を見たときの都市機能と二通り考えてみました。アイランドシテイの都市機能は「住みた

いまち」、「働きたいまち」、「あそこだけは一回行ってみたい・人のあつまるまち」の三つ

に分けられる。 

 そうしたときに、事務方の皆さんが非常にご苦労されて、いろいろな書類をつくられて

いますが、まあ産業の集積というのは現実的にはこういう形になるのでしょうが、そのベ

ースとなるアイランドの位置づけの前段のステータスというのが少し変わってくることを

考えれば、港の整備、空港の増設の問題、それから地下鉄の延伸・交通インフラの問題等

考えれば考えるほど福岡市全体の都市機能をどうするかという方向に行ってしまいます。 

 いろいろな人にアイランドシテイどう思うかと聞いてみたら、「土地が高い」「ちょっと

不便」と言う人がいますが、市民に対して、経済界に対して、ステージの変わったアイラ
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ンドシテイについての発信をしていって、もう一回アイランドの仕切り直しをしていくべ

きなんだろうと私は思いましたね。 

 以上です。 

【出口委員長】  どうもありがとうございました。 

 今出された意見を少し整理しようかと思いますが、ではその前に、青木委員。 

【青木委員】  済みません、せっかく今、甲斐さんがいいお話をしてくださったので、

さっき言い忘れていた部分と、それから今の甲斐さんの話につながる部分をちょっと補完

をさせていただければと思います。 

 今、福岡市を見渡したときに、新しい博多駅ができました。それから天神地域のいろい

ろな整備も進み、ベイサイドもリニューアルし、キャナルシティーもリニューアルし第二

キャナルも間もなく完成されます。しかし、現状を見渡しますと、それぞれが点として存

在し、人の流れがうまくできていないので、どうしてもそれぞれでパイの奪い合いになっ

ているように見受けます。どちらに人がいっぱい集まると片方が空っぽになる、一方が栄

えるともう片方が衰退する。このような状態が続く限り福岡の未来はないと思うのです。

でから、福岡の中だけとか、九州の中の福岡だけとして考えるのではなく、もっと日本の

外から人を呼び込めるような福岡を目指していく必要があると思いますね。今、日本の経

済がどんどん縮小し、日本ではものが溢れる状況の中で、日本の消費者はもう物を買わな

い。でも、商業施設はどんどん作られている。ですから、パイの奪い合いになるのです。 

 だけれども、先ほどお話がありましたように、九州の中での福岡、さらに日本の中での

福岡、さらに日本の中での福岡の機能が備われば、間違いなくアジアの中での福岡として

の存在価値が出てくるはずです。そうなれば、アジアや世界中から人々が福岡に集まって

くるようになります。東京などの太平洋に面した時代が今ほとんど終わりつつある中、こ

れからアジアの時代の中で、福岡の重要性が増してきていると思うのです。やはりアジア

との近さとか、歴史や文化などのつながりとか、それらのことが生きてくる時代がやって

きたのではないでしようか。アジアとの真の連携が実現してこそ、この地域が活路を見い

だすキーワードだと思います。 

 そのような状態の中で、アイランドシティを貴重な財産としてを生かすためには、先ほ

ど申し上げましたように、１０年後、２０年後、３０年後に完成する福岡の未来像を実現

するためにどういう都市が生まれてくるのか、そういうところも含めて、このアイランド

シティの活用というか、未来を考えなくてはいけないと本当に思うのです。大変な話なの
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かもわかりませんけれども、福岡にとっては非常に大事な事でし、夢もある話だと思いま

す。リスクも当然あると思いますが、内外の英知と力を呼び込んでチャレンジする事が必

要かと思います。日本国内で大変なら、アジアから──香港や台湾やシンガポール、マレ

ーシア、中国大陸などの資本と頭脳も含めてアイランドシティー呼び込んで来る。オープ

ンな福岡を目指す。多分そうしない事には福岡はこれ以上の飛躍はあり得ないと思うんで

すね。 

 日本の経済全体がどんどん萎縮していく中で、これからはやはり外のダイナミズムを求

めない道はないと思いますので、福岡市内だけで小ぢんまりとして議論しても、展開、展

望は広がらないと思うのです。ですので、もっと広い視点を持って議論し、この未来フォ

ーラムが少し夢と希望、そしてチャレンジ精神を持って望むことを願っています。 

【出口委員長】  市長さんのほうからも、夢のある話をぜひ未来フォーラムでしてくだ

さいと言われておりますので、お願いします。 

 よろしいですか。 

【貫委員】  今のはよくわかるんですけれども、でも、それをこのアイランドに全部担

わせるのはとても厳しい話でしょう。それそのものは福岡市や福岡県の行政全体の話であ

って、今はこのアイランド一つでさえ開発する力がないんですよね。その開発できる力を

どうやって呼び寄せるかということがメーンであって、おっしゃることはそのとおりなん

ですが、それを全部ここに記載して、今この状況の中で、何も新しいパワーが出てくるこ

とはない中でそれを要望しても、おそらく２０年、３０年かかる話だと思うんですよね。

ですから、現実的にこの土地を活用することによって少しでも福岡市の機能がアップする

ような方策を考えていかないとちょっとまとまらないかなという気がするんですね。 

【青木委員】  ごめんなさい、おっしゃることは全くそのとおりだと思いますが、私が

申しているのは、今の福岡全体をここで一度に議論するというのではなくて、福岡の未来

像を持った中で議論する必要があり、アイランドシティの土地活用だけに焦点を絞って議

論しても、出口が見つからないのでないかという意味でございます。 

【出口委員長】  では土屋委員、よろしくお願いします。 

【土屋委員】  青木委員が言われたこととほとんど同じとらえ方をしておりまして、経

済界やいろいろなところで、福岡のあり方、あるいはアジアにおけるポテンシャルをどう

生かすかというようなことを議論しています。実は私は福岡商工会議所の代表で来ており

ますが、商工会議所のほうも都市政策委員会というのが３年前にできまして、３年かけて
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一応、１０年後、２０年後の福岡のあるべき姿というのを答申できるところまで持ってき

ております。いずれこれは福岡市のほうに提言という形で出るのではないかと思いますけ

れども、いろいろなところで福岡の将来像について検討段階にあると思いますので、ぜひ

福岡市のほうで集約していただいて、福岡市のあるべき姿、その中でアイランドの位置づ

けをどうするんだというつなぎ方が重要ではないかと思っております。 

 それで今日、私はこのアイランドシティ・未来フォーラムの委員として、都市政策委員

会の一端を踏まえた上でちょっとまとめてまいりましたので、配らせていただいてよろし

ゅうございましょうかね。 

【出口委員長】  資料を用意していただいているんですね。資料をお配りさせていただ

いてよろしいですか。委員から口頭でご説明していただく補足資料として了解いただき、

配布してもらいます。 

【土屋委員】  勝手に５分ぐらいで説明させていただきます。おおよそ商工会議所の意

見が入っているというふうにご理解いただいたらと思います。 

 ここに書いていますのは、まずアイランドシティの都市機能を考える上で、福岡市の都

市機能の強みを明確にするのが非常に重要ではないかということで、六つ挙げております。 

 まず第１にアジアへの近接性、ゲートウエーとしての陸・海・空の利便性があるわけで

すけれども、これは九州、西日本の各県、各都市を後背地とした、人・物・金あるいは情

報を集める機能、あるいは配る機能ということになろうかと思います。 

 それから２番目が、若者、国際人材が集う学研都市ということで、大変優秀な大学がた

くさんございますし、留学生もたくさん集まってきているということで、知的な創造型産

業を核にするというのが一つの福岡の強みではないか。 

 それから３番目が、自然に近接したコンパクトシティということで、海とか山とか川の

恵みがある、それから職住近接した暮らしやすさは海外からも評価されている。 

 それから四つ目は、安全・安心・オープンマインド、あるいはきずなです。アジア太平

洋博からこども会議というのが続いていますけれども、そういった各国とのきずなも含め

まして、強みを持っている。 

 あと、文化都市であるとか、歴史・文化の素材が質・量ともにたくさんあるということ

も強みではないかと思います。 

 この１から４が、アイランドシティの強みとして生かすべき項目に入ってくるのではな

いかという意味で、太文字にしております。 
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 アイランドとしては、福岡の強みを大きく育てて、アジアの魅力ある中心都市として認

知されるように、人・物・金・情報が集まる貴重なエリアとしての位置づけをすべきでは

ないかと思っております。 

 そのための諸施策あるいは仕組み、思い切ったインフラ投資というのが、そのエリアの

優位性をつくるのに欠かせないのではないか。特に今、総合特区制度が募集されておりま

すので、県と一緒にこれの認定をとって、そういった諸制度をフルに活用して、入居者や

立地者の魅力的な税制などのインセンティブをつくることは、魅力をつくるための極めて

重要な施策になろうかと思っております。 

 それから、前回も申し上げましたように、投資の回収は不動産の売却というような形で

はなくて、やはり都市圏全体の税収で賄うぐらいの長期的な発想が必要なのではないか。

将来的には、先ほどおっしゃいましたように、福岡が地域主権をリードする道州制の先駆

けとなるようなシナリオを描いていくべきではないかということで、具体的なイメージ、

これはほんとうにたたき台の案でございますが、例えば国内外の研究機関、開発型の企業

あるいは戦略産業のアジア展開の基地とすると。物流機能はございますし、あとマーケテ

ィングとかエンジニアリングセンターみたいな機能をここに立地して、フリーゾーンとし

ての規制緩和や税制・金融面でのサポートをする。そのためのワンストップサービス機能

を備えたエンジニアリングパークみたいなものを建設して、そこに誘致するということが

いいのではないかと思います。 

 それから、アジアの中心にふさわしい１０万平米クラスの大規模コンベンション及び展

示場を設置して、学術交流、産業交流あるいはビジネス商談の拠点とするというような大

きな核づくりが必要ではないか。これは別にアイランドではなくてもこういう話が出てい

るわけですけれども、今白紙に近いアイランドに持ってくれば、すぐにでも着手できると

思っております。 

 それから、海外からの呼び込みでビザの便宜を図ったり、移住者に対する住環境、ある

いは外国人の子供の教育機関を整備するといったことも必要になってくると思います。 

 それから、福岡県も今、一生懸命ベンチャー事業の育成をやっておりますけれども、一

緒になってベンチャー企業とか中小企業、海外も含めました中小企業が集まってきて、そ

の成長センターとしての海外投資家も呼び込む仕組みをつくるという必要があるのではな

いかと思います。 

 それから、アクセスですけれども、高速道路の早期乗り入れはもとより、鉄道系の実現、
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あるいは航空便が非常に重要なファクターですので、アジア路線の拡大と滑走路の増設の

早期実現といったようなことが求められると思っております。 

 裏側に、参考までに台湾の事例を書いております。台湾が最近非常に元気があるんです

けれども、特に中国との取り組みをベースに、戦略的にいろいろなシステムをつくってお

ります。南港ソフトウエアパークというのが台北の１０キロのところにございまして、こ

こに海外からもたくさんの企業を誘致しておりますし、隣接していわゆるコンベンション

センター、１４万平米ぐらいのものを集めておりまして、ここだけで経済効果約２兆円の

ビジネスを創出しているという実例がございます。こういったものを参考にしながら、ア

イランドシティの全体像を煮詰めていったらいいのではないかということでございます。 

 済みません、お時間とりまして。ありがとうございました。 

【出口委員長】  どうもありがとうございます。わざわざレジュメまでつくっていただ

きまして、お考えを整理していただきました。 

 これまでの３０分ほどの議論を整理させていただきます。まず冒頭、伊東委員のほうか

ら頭出しをしていただきましたけれども、今日は都市機能についてということで現状のご

説明がありましたが、このフォーラムはあくまでも未来フォーラムですので、この現状の

資料を補足していくような、このページをいくつも埋めていくような議論だけをする場で

はないということをまずはご確認してくださいということだったかと思います。ですから、

本日の資料ペーパーをスタートにしながらも、この資料の内容について議論するのではな

く、もう１段か２段上に上がった上位概念のところから整理していくべきではないのかと

いうことが、伊東委員ほかの委員の方からの問題提起だったかと思います。 

 そのときに、この資料ペーパーにあるように、産業ゾーン、複合・交流ゾーン、住宅ゾ

ーンといったように、ゾーニングを区切っていて、ゾーニングごとにそれぞれの土地利用

をどうしようかという課題に対して、日々市役所の担当の方々が奔走されているわけです。

ここでは、そういう発想ではなく、ゾーニングによる区分とは別にテーマを幾つか設定し

て将来像を議論するべきではないだろうかと。例えば、そのテーマは文化であるとか、あ

るいは居住環境であるとか、あるいは新産業もしくは営みといったものですね。それから

ロジスティックス、物流もありますか。大きくはその四つぐらいが、これまでに出てきた

カテゴリーではないかと思います。そのテーマとコンテンツをもっとこの場で議論するべ

きではないだろうかというご意見だったと思います。 

 次に、理想的には、それぞれのテーマの相互関係が深まり、相乗効果が上がるプログラ

 -22-



ムがさらに見つかればいいだろうということです。物流施設などの港エリアと居住エリア

とが隣接しているので、例えば、港エリアを子供たちや住民の方々の学習の場にしていく

とか、お互いに空間横断的あるいは機能横断的な相乗効果が上がることで、その街に楽し

く住むことができ、ほかの街にはない魅力を持つ複合地区に仕立て上げていくプログラム

を考えていくべきではないのかというご意見がありました。 

 それから、第三に、これは青木委員からいただいた意見ですが、アイランドシティだけ

を視野に入れて考えていたのではだめでしょうと。やはり福岡市全体を視野に入れ、２０

年、３０年後の未来を考えていく必要があり、要するに空間的にもっと広がりを持ち、時

間軸ではもっと長期に及ぶ構想することが、この未来フォーラムに「未来」という言葉が

付いていることの意味ではないでしょうかというご指摘だったと思います。その際に、少

なくとも博多湾エリア全体の未来像の中での位置づけを考える必要があるということです

ね。 

 それに関連して、今、福岡市では、第９次総合計画の策定の作業に着手されていて、毎

週のように市民公開フォーラムを打っていらっしゃいますけれども、おそらくその総合計

画とも関連してきますので、よろしければ事務局から後ほど、今検討されている総合計画

とこの未来フォーラムとの関係について、お考えをいただければと思います。そういった

市全体あるいは博多湾エリア全体の未来像の中で、このアイランドシティを貴重な財産と

してどう位置づけるかというのが課題である、それをぜひ今後、この提言の中に盛り込ん

でいくべきではないだろうかということですね。 

４点目として、甲斐委員からは、２１世紀の日本の展望をきちんと把握し、ある程度予

測した上で考えるべきではないかと。特にこれからの国土計画、これは最近法律が改正さ

れて国土形成計画と言っていますが、その中でリスク分散論というものが当然、議論の俎

上に乗ってくるだろうと。その時に福岡はどういう位置づけになるのかといったような考

え方で、２１世紀の展望を背景とした将来像のシナリオを描いていくべきとのお話があり

ました。 

 さらにそのときに、これは非常に大きなシナリオと言えるかもしれませんが、日本海沿

岸で帯状につながっていく連帯と九州全体の連携、更に福岡あるいは博多の長い歴史の中

での港エリアの位置づけ、そういった空間と時間の観点から将来像のシナリオを考えるべ

きとのご意見をいただきました。 

 ただその場合、あまりにも楽観主義的な将来展望に基づいてこの未来フォーラムの議論

 -23-



を進めていきますと、落とし穴に陥ってしまう気もいたしますので、楽観主義的にまとめ

るということではなく、むしろこのアイランドシティのアドバンテージを徹底的に洗い出

してみるという観点で、いろいろなシナリオを描いてみる、というようにとらえるのがよ

ろしいかと思います。 

 それから、最初の話に戻りますが、このアイランドシティの文化、居住環境、営み、ロ

ジスティックスといったテーマについて、それぞれのコンテンツを議論していただきます

が、その時にそれらが集積していくための支援策もきちんと考えるべきだというのが貫委

員のお考えと思います。そのときに、二つあって、インセンティブとビジョンがないとな

かなか事業者の方々にこの場所に立地してもらえないということです。当然、ほかの地区

との相対的な評価でこの地区を選定して立地してくるわけなので、まずはインセンティブ

とビジョンが必要だろうと。そのインセンティブとビジョンに基づいて、助成金なりの実

効力のある施策を打ち出していくべきではないかというご意見をいただいたと思います。 

 さらに、土屋委員からはレジュメをご提示いただき、福岡市の都市機能としての強み、

生かすべき強みと、強みを連呼していただいたご提案をしていただききました。これもお

そらく計画どおりにこのアイランドシティの土地利用が進むことを前提としたときの強み

ととらえてよろしいのかと思います。この強みを発揮していくためには、何か背中を押し

てやるような方策が必要かという気がいたしております。更に、最後に具体的なイメージ

で、例えば高速道路の乗り入れの早期実現はもとより、鉄軌道系の導入実現を図るといっ

た公共交通機能の強化、要するにアクセスの強化という点も強調していただいております。

これも必要であれば、後ほどまた議論したいと思います。 

 どうぞ、甲斐委員。 

【甲斐委員】  福岡市全体からアイランドシティに限って考えてみました。まず土地を

買ってもらう、賃貸ができるということも必要だろうと思いますが、先ずは民間の進出を

誘発しないといけないと思います。資料に他地域の公共的施設の立地の割合が出ています

が、もう少し前広に公共投資をして引っ張っていってやらないと、私はこのアイランドに

ついては難しいのではないかという気が非常にしています。 

 又福岡市だけじゃない、福岡県のアジア特区もありますね、県と福岡市と国がばらばら

に考えるのではなくて、もう少し国と県、県と市で、考える必要があると思います。 

 次に特にコンベンションとか人が集まる仕組みをつくったときに、大量に、しかも定時

で運べる仕組みが要るだろうと思います。今までいろいろな人に何で鉄道ができないのと
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聞きますと、「１万８,０００人の住居と１万８,０００人の就業者では、まずペイしない、

これははっきりしている」ということをよく聞かされました。だけどほかの国、国内の他

地域では、まず先に道路を通して、地下鉄なりを通してます。今鉄軌道をアイランドに持

ってくるとしたら、何人だったらペイするのかというのが私は一番聞きたいですね。 

 ３月１１日の震災後の１４日、私はアポイントを入れていましたから蘇州と無錫と太倉

港に行ってきました。上海虹橋には、昔のぼろの空港から新しい国際空港ができて、そこ

の横に、皆さんもご存知だと思いますが、ものすごい新幹線の駅ができ、その下に地下鉄

が乗り入れており、４時三十何分の蘇州の駅を出てから、虹橋駅に着いて、地下鉄に乗り

かえて、５時４５分には福岡市と福岡貿易会で運営しています上海事務所に着きました。  

又去年４月に重慶に行きました時、空港の横に橋脚がぽつんぽつんと建っていました。今

年の６月に行きましたらモノレールの軌道が、空港から町の中につながるぐらいになって

いました。まあ、今の日本と違いはありますが、どれくらいの人数が動いたら地下鉄がで

きるのか教えてもらいたいと思います。税金の先食いと言ってはおかしいですけれども、

地下鉄なのかモノレールなのかわかりませんけれども。先ほど土屋委員から出たような形

での鉄軌道が欲しいと思います。 

将来の福岡は福岡空港は少なくともアジア各都市との直行便が出ている、そしてそこか

ら各場所に地下鉄で来れるとなりたいものです。  

それともう一点。これは今までの話とは関係ありませんが、例えば青果市場が出てきた

ときに、魚市場、漁港とかをセットにして、あそこで道の駅を毎日やりながらイベントを

やる。そこへ近隣の町の人が毎日そこに新鮮な青果・果物・魚介類を買いに来る、そうい

う仕組みで常にだれかがまちに来るようにする。 

 それとか、今インキュベートの施設がありますが、最近九大、福大の留学生とか就学生

が卒業して、小さな貿易会社を興し、中国と貿易をしたいという人が貿易会に相談に来て

います。国内外問わず、そういう若い人が起業しやすいまちにするとか、一方大手の商社

とかメーカーに勤めて、海外、東京、関西で働いていた人をこっちに引っ張ってきて、彼

らが５０代で起業できるような仕組みをつくって、そういう人たちが働き、にぎわえるよ

うなまちづくりとか、そういう仕組みが一つずつできたらいいなと思います。 

【出口委員長】  どうもありがとうございました。 

 まず、最初にいただいたご意見というか、これはご質問かもしれませんが、先行的な公

共投資が必要だろうと。これは、やや直感的にと言われてましたけれども、どうなんでし
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ょう、今日資料で見せていただきましたほかの参考事例、神戸や横浜、東京などでは、例

えばどういうような先行的な公共投資がされているのかということが、もし、おわかりで

したら教えていただきたいんですけれども。おそらくそういう前例を参照できれば私ども

も意見が言いやすいのかと思います。 

 これは、鶏が先か、卵が先かということで、先行投資的に、例えば公共交通を導入する

なりの公共投資をしていくのか、あるいはある程度の条件が整ったところで、例えば居住

人口が何万人以上とか、従業者が何万人以上、延べ床の面積が何平米以上のときに、初め

て公共交通なり、インフラ整備などがさらに上のレベルまで進んでいくのか。だとしたら、

それは一体どの辺がクライテリアになるんでしょうかということですね。どれぐらいの集

積が進んだら、例えば一般的な公共事業として投資されていくのでしょうかというような

ご質問が冒頭に含まれていたと思いますが、この点について、何か事務局のほうからござ

いますか。 

【港湾局（馬場）】  他都市の事例でいきますと、鉄道という話が出てましたけれども、

鉄道に関しては、横浜、神戸、それから、東京も、町の熟成に合わせてということもあり

ますけれども、町の熟成に先駆けてつくっている部分も実際にあろうかと思います。済み

ません、ちょっと時系列的に追った資料がございませんので、整理させていただいて、ま

たご報告させていただきたいと思います。 

【出口委員長】  どうぞ、伊東委員。マイクをちょっと。 

 では、マイクが来る間、ちょっと私のほうで補足というか。百道もよく前例に挙げられ

ますが、百道には結局新交通システムは入れられなかったですよね。ヤフードームの野球

の試合で満員だと３万人ぐらいの方が来ますが、それぐらいのパイがありながら、軌道系

の公共交通を入れずに運営してきたという前例があります。これを、果たして良い例とし

て見るのかどうか、評価が分かれるところかと思います。その辺についても、もし、ご見

解があれば、次回にでもお聞かせいただきたいと思います。今日の参考資料に出ている百

道の事例は、現状のある一時点のデータです。百道は既に埋め立て事業が完了してから２

０年ぐらいたちますが、この２０年間、一体どういうふうに街が成熟してきているでしょ

うか。例えば、従業員数の変化や、税収がどう年次を追って上がってきているのか、ある

いは上がって、また下がってきているのか。もし、下がってきているとしたら、その要因

は何なのかということですね。 

 どうも、私の印象としては、福岡市の場合、こう言うと大変申しわけないのですが、埋
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め立て事業が終わると一仕事終わったという感じで、その後の街を育てるマネジメントが

きちんとしてないような……。もっとそれに力を入れたら、百道はもっといい街になった

のではないかという気がしますし、つくることだけではなく、街をよりよくしていくマネ

ジメントが必要ではないかと思います。その辺、もし参考になることがありましたら、教

えていただきたいと思います。 

 済みません、伊東委員、どうぞ。 

【伊東委員】  ちょっと今の委員長の言葉とつながるかどうかわかりませんけれども、

前回、私が提案させていただきましたコンベンションセンターと日本海沿岸文化経済圏の

中に位置するアイランドシティのビジョンというのが話題になっておりますので、ちょっ

とその辺りで、本意というものを述べさせていただきます。 

 コンベンションセンターというものが、なぜここに向いているのかというのは、私は県

のほうでその策定にかかわらせていただいていましたけれども、結局交通、船舶や航空機

分野でのハブ機能というものがアジアの他都市に移ってしまった現在、福岡という町がア

ジアの中でどういう位置で重要性を占めることができるかという中で、やはり情報という

ものは欠かせないものだと思っているんですね。何でコンベンションセンターが情報のハ

ブ機能というものを持つのかといいますと、コンベンションセンターを見本市会場とだけ

考えると、そこには非常に狭い意味での集積しかないわけですけれども、実は、物につい

ている情報を集積、管理、発信することができるということなんです。結局物産というも

のにはすべて情報がついているわけですから、それを拠点整備をして統合し、物理的にも

ネットワーク的にもロジスティクスというものを管理しながら紹介するということは、ア

ジアもしくは世界におけるすべての経済的情報をこの福岡というところが得るということ

になります。 

 また、日本においては北前船の歴史がありまして、この前も平清盛以来の博多港の整備

の話からしていきましたけれども、そのような歴史的な外交、物資、物流に関するハブ機

能が福岡にはもともとある。それが潜在的な大きな資産でもあります。そして、もう一つ

は、アジアが今日本に何を求めているかというと、その大きな対象はやはりコンピュータ

ーグラフィックス、アニメを中心とした日本のデジタルコンテンツなんですね。日本のコ

ンテンツ、例えば中国においては上海メディアグループが、今非常にアニメに特化した事

業推進をしていますけれども、彼らが参考にして、またあこがれているのは日本、そして、

つながりたいのが日本であります。そして、例えばシンガポールのサンヤンやテマセクと
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いうような、いわゆる新世代の人材育成機関というのは、医療とアニメという一見結びつ

くこともないようなものを、一つのＣＧ再現技術、バーチャルリアリティーの再現技術と

いうところでつなげて、複合的な人材基盤を作り、産業化しようとしています。 

 そういう中で、例えばコンベンションセンターがデータセンターと一緒になるとか、メ

ディアコンテンツセンター機能を併せ持つとか、ということが福岡の大きな可能性につな

がって行くと思います。例えば、神戸の阪神淡路大震災復興のときに産業再活性化事業委

員長として提案したんですが、「デジタルコンテンツポート」という、私がつけた名前でＮ

ＰＯもつくっていますけれども、それはコンテンツを流通させるコンテンツ・ロジスティ

クスというものが、これから非常に重要になってくるだろう、ということです。日本が将

来他にぬきんでた産業として成長させることができる可能性があるものは、物理的な有形

の物だけじゃなくて無形の物、つまり情報そのものではないでしょうか。その有形と無形

の物を体現するような新しい形のコンベンションセンターが福岡にできれば、世界にとっ

て独特の位置を占めることになると思います。 

 また見本市会場だけでは、多分公共投資の補助金というのは出ないはずで、例えば文化

機能や県立美術館や、さまざまなメディアセンター、そういうものをハイブリッドにした

形の新しい施設概念とネットワーク概念をもたらすものが生まれればその面での可能性も

ある。特にデータセンターということで、例えば来週から出口先生のご同僚の東大の隈研

吾さんと一緒に提案型の展覧会を丸の内の丸ビルでやるんですが、その丸ビルでの三菱地

所のもう一つの営業基盤は実は地面の下にあって、地下に広大なサーバー会社をつくって、

そこで全国のケーブルテレビのコンテンツをためています。このように、今は、物が表象

するところと、そのもとになるところとが違っていて、その両方をとらえていかなければ

いけない中で、福岡にコンベンションセンターやEXを整備し、しかもそれがアイランドシ

ティにあると、対アジアに向けての非常に大きなインパクトがある。 

 もう一つは、この三つの異なったセンター地区、グリーンベルト、住宅ゾーンについて

何か一つのテーマを考えるに当たって、この住宅ゾーンをある種の産業圏としてとらえる

こともできるのではないでしょうか。それは住民が何か消費としてお金を使うということ

ではなくて、先ほどちょっとだけ蓄電池の話が書いてありましたけれども、これは前身の

委員会でも話したことなんですが、今蓄電池の中で一番可能性があると言われているのは

キャパシタ、つまりプラスチックに帯電させる充電技術です。これは日本が一番進んでい

て、アイランドシティの完成していないところの地下にこの蓄電池のプラスチックを埋め
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る。しかし、このキャパシタの蓄電池というのは、今はまだ個体差が大きい、つまり充電

の容量というのが一定できないというところに弱みがあります。しかし、中国は上海万博

のときに、この蓄電池を使って、会場を巡回するバスをつくって、蓄電池技術を用いた電

気自動車の開発に一歩先んじています。こういうことは日本ではできていません。だから、

そういう意味では、大きなバス会社を有する福岡、そして、このグリーンアイランドの中

にそのような実験的な要素を組み込みながら、住民の幸せと日本の産業の将来とを重ね合

わせるようなハイブリッドな考え方をして行くというのが重要だと思います。二歩院で一

番幸せな居住地域は一番先端的な場所であるべきでありますし、そうであるはずです。 

 私は、今の企画のままでは、ここに産業を誘致するということは非常に難しいと思って

います。というのは、先ほどいろいろ挙げられたマイナスのポイントはすべてデメリット

になるかもしれないからです。しかし、このようなものができるという大メリットと、で

きつつあるという大メリット、それが完成途中であるということは新しい可能性を無限に

もたらすでしょう。そのためには、この三つのゾーンを持っている異なったフィールドを

これからつなげていかなければいけない、その三つが一緒になって人間の幸せを追求して

いかなきゃいけない、そういうものが産業の将来でもあるんだという、その産業の組み合

わせと人間の生活のハイブリッドの企画提案があれば、ある意味異なったナパバレーとし

ての要素になるというふうに思っております。 

【出口委員長】  どうもありがとうございます。 

 ちょっと整理いたしますと、まず、コンベンションセンターについてのお話をいただき

ましたが、コンベンションセンターというと、私どもどうしても都市の中でイベントをや

る、イベント機能という発想しかないのですが、伊東先生のお話は、コンベンションセン

ターをつくるということは、情報が集まるハブをつくるという発想だと。福岡の場合は、

既に物流のハブがあり、まだ不十分かもしれませんが、港湾、あるいは空港という物流の

ハブがあります。それとうまく組み合わせることによって、あるいはコンベンションセン

ターとほかの機能とを組み合わせる――データセンターというふうにおっしゃってました

かね、データセンターの機能と組み合わせることによって、集まった情報を産業化させて

いく拠点としてコンベンションセンターをとらえるべきとのアイディアをいただきました。

これは、先ほどの土屋委員のアイディアともつながってくる話かと思います。 

 それから、この三つのゾーンで発想するにしても、この三つのゾーンをつなぐテーマが

必要だろうとのご指摘です。資料の２ページ目にグリーンアイランドの創造とありますが、
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このグリーンアイランドという言葉の中身が我々もよくわからないので、グリーンアイラ

ンドという言葉の中身を、さらに精査するというか、もう少し深く掘り下げ、この三つの

ゾーンを貫く将来像を考えていくのが、このフォーラムの役割である、といったご指摘だ

ったかと思います。ありがとうございます。 

 それでは、村田委員、お願いいたします。 

【村田委員】  住民代表の者なんですけれども、ここでいろいろ大きな地図というか、

絵を描いて、それから話を掘り下げて、もっと具体的な話をしていくというふうな形だと

思うんですけれども、私は、もう今住んでいるわけで、３０年後も大事だけれども、１年

後、２年後もすごく大事なわけです。そういう観点からちょっとお話をさせてもらいたい

なと思っているんですけれども、まず、短期的な話はすごく具体的になっていくのに比べ

て、中期的、長期的なお話というのは、ほんとうに何かふわふわしたお話ばっかりで、私

はこういうのが全然専門じゃないので、こういうのをぱあっと見ても何書いてあるのかよ

くわからないんですよ。何かすごく立派なことだけ書いてあるんだけれども、結局具体的

にどうしたいの、将来的にどんな町になるか、さっぱり見えてこないんですね。ちょっと

私の読解力がないからかもしれないんですが、中長期的なこともある程度具体性を持たせ

て話を進めていかないと、例えば住民が家を買うとなったときに、すごく中長期的なこと

はぶれているんですね。 

 例えば、私が家を買うちょっと前は、市のほうは鉄道が来ると明言されてたんですね。

明言されているけれども、いつの間にか撤回されているわけです。例えば、人道橋がでて、

香椎浜からぐるっと一周、すてきなランニングゾーンができますと。ああ、これはすばら

しいと思ったら、今度は港の港湾機能を具体的にするために都市高速を通さなきゃいけな

いと。いろいろ予算を削った挙句、結局そのぐるっと一周のランニングコースの真上に都

市高ができるプランになっているんですね。すごく中長期的なプランが、出てきたり消え

たり、出てきたり消えたりで、結局都市高と人道橋の完全に矛盾する二つのプランが同時

に進んでいるんですよね。 

 そういうふうな状況で、私は産業側じゃないのでさっぱりわからないんですけれども、

さあ、ここに何か事業を展開したい、病院を経営したい、何を経営したい、この土地はメ

ディカル何とかゾーンとか言われて、では、病院を１個入れるにしても、何がここにメリ

ットがあるんだろうと。結局すごく中長期的なキャッチフレーズばかり浮いてて、何がメ

リットなのかさっぱりわからないまま話が進みそうな気がしています。 
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 ちょっと話をまとめると、中長期的なことに関してももっと具体性を持たせて話が進ま

ないと、多分私たちが家を買うとか、私の親戚にこっちの家を買ったらどうとか勧めると

きに、アイランドシティの何がいいのと聞かれた際に、子供の教育環境がいいよとか、治

安がいいよとか、今はその辺の話なんですけれども、それ以上に話が発展しないところも

ありますので、何かそこら辺があったらなと思います。 

【出口委員長】  非常に重要なご指摘で、居住者の立場から、あるいは不動産を購入さ

れた立場から指摘いただきましたけれども、一つには、福岡市がこれまで出してきた特に

インフラ整備の計画が首尾一貫していない、あるいは計画が出るたびに内容が変更になっ

ていて、出された計画が長期にわたってきちんと担保されていないのではないだろうかと

いうご指摘をいただきました。 

 これについては、私はこのアイランドシティの計画についての非常に構造的な欠陥じゃ

ないかと思うんですけれども、これはまさに仕組みの問題かもしれません。どなたに振っ

たらよろしいですかね。（笑） 

【青木委員】  今のことに関してちょっとよろしいですか。何回もごめんなさい。 

 村田さんのお話の続きですけれども、私が何故先ほど、３０年後、２０年後、１０年後

をとらえる中でのアイランドシティということを申しましたのは、まさにそのことであり

まして、全体的未来像を見渡さないで、この１年、２年だけの現状の中でやってしまうと、

福岡市の都市機能がぽつぽつと寸断されてしまうのではないでしょうか。ですので、１０

年後の福岡市をどのようにしていくのか、２０年後の福岡の姿はどうであるべきかをしっ

かり考えておく必要がありますね。それをふまえて３年間で実現できること、５年後に実

現すること、そして１０年後に実現する事、３０年立ったときに福岡市はどのように都市

になっているのか、それを踏まえたビジョンを持つことが非常に大事ではないかと思いま

すね。その時々のニーズだけでぽつぽつとやると、今のような点だけが存在する姿になっ

てしまいます。 

 今の福岡の全体像がまさにそのとおりで、百道浜も含めて今度のアイランドシティもそ

うなんですけれども、結局は交通手段については、地域の住民の通勤通学ぐらいの交通は

整備されているとは思いますが、外から来た人間にもわかりやすく使いやすい大動脈的な

交通網が整備されているとは言えませんね。人の流れをうまく循環していくような交通の

整備には全くなってないと思うのです。ですので、交通の便がよいところだけに人が流れ、

そこから人が流れていかないので、結果的にパイの奪い合いになってしまっています。今
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福岡市に存在する素晴らしいパーツ毎の機能を面としてリンクできるような都市を目指す

中でのアイランドシティーの未来像を創出することが大事ではないでしょうか。 

【出口委員長】  そういう意味からいいますと、もちろんこのフォーラムの最終的な取

りまとめの中にそういった課題も含めていただいてよろしいと思います。どうでしょう。

では、事務局を代表して、副市長か局長から発言お願いします。 

【事務局（貞刈）】  総務企画局のほうからお答えさせていただきます。 

 お話の中でありました市全体の計画の中でＩＣがどうなのかというご指摘はごもっとも

なことだと思っております。 

 今、我々は総合計画を持っておりますけれども、年が明けて、あるいは新年度に総合計

画のほうを変えていこうということで、今新ビジョンの策定をしています。そのため、い

ろんな論点とか考え方の整理をしていきたいということで、もう５０人ぐらいですか、い

ろいろな全国の有識者の方、また福岡にご縁のある方からいろいろな貴重なご意見を伺っ

ております。それから、いろいろなフォーラムも開催させていただいて、それぞれいろい

ろな専門の分野の方たちから、福岡のあり方といいますか、そういうものを聞かせていた

だいています。そういうものを我々のほうで集約をしながら素案をつくり、そして、総合

計画をつくっていきたいと思っています。 

 総合計画の中身は、いわゆる基本構想というものが今ございますので、改訂が必要あれ

ば、２５年ぐらいのオーダーで今後どうあるべきかという基本的な考えを整理させていた

だきますし、基本計画の中では１０年ぐらいを一つのまとまりとしまして、考え方を整理

すると。さらに、それについて数年の単位での具体的な事業の実施計画を立てていく、そ

ういう作業を今年から来年にかけてしっかりさせていただこうと思っております。ただ、

このＩＣフォーラムの日程とは、ちょっと間に合わないところがございますけれども、そ

の辺はしっかり福岡市としてやっていきたいと。 

 今、直近で市の整備をどういう方向でやっているかということについて若干つけ加えさ

せていただきますと、一つは、今後どのような議論になっていくかというのはございます

けれども、大きく福岡市の都心の地域と、西の地域、東の地域、そういう性格づけがある

のかなというふうに思っております。都心については、天神、博多駅、それから、まだま

だ十分ではございませんけれども、コンベンションゾーンとかも含めたウオーターフロン

ト、そういう部分については、都市再生緊急整備地区というものを、今、国のほうとやり

取りをしておりまして、それについて指定を受けて、都心をリニューアルしていくといい
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ますか、やっぱりアジアの中できらりと光る都市になっていくために、都心を衣がえして

いくといいますか、リニューアルしていく、そういうことをしっかり進めていきたいとい

うことがございます。 

 それから、西のほうについては九大学研都市が進んでおります。これは九大さんが中心

になりますし、九大さんの整備に合わせて、周辺地域でいろいろな基盤整備を進めていま

す。関連して産学連携センターでございますとか、いろいろな今後の産業、あるいはそう

いうものに対するシーズづくりに資するような形にしていきたい。 

 それから、東のほうが今の時点ではＩＣになっております。それは香椎パークポートと

かも含めて、東部の港湾の地域ということになろうかと思います。このあたりの港の整備

というのは、前回のいろいろな説明のように当然必要不可欠なものでございますけれども、

その中で港湾、港と隣接した今日の論議をいただいていますまちづくりの部分というのが

どういうふうな整合を持つのか、全体として今言いましたようないろいろな三つの特性が

ある都市構造をつくっていく中でどういう役割を担っていくのかというのを、今回のフォ

ーラムのご意見等も参考にさせていただきながら、整理していく必要があるのかなという

ふうに思っております。 

 もう一つは、国際戦略特区というのを県のほうと一緒になって一生懸命進めております。

その主なものは、一般的には、この中にございましたけれども、神戸の場合とかは理化学

研究所とかを中心に、かなり大きな医薬産業とか、医療関係の集積がございまして、そう

いうものを柱にして国際戦略特区ということで、どんどん海外に向けて打って出るものを

つくり上げていこうという動きになっております。我々のほうについては、やっぱりアジ

アに近接した地域にあるということで、地域産業というものとアジアとの関係をいかに円

滑につないでいくかということで、福岡市の役割としては、特に１回目でもご説明ござい

ましたけれども、ＲＯＲＯ船をもっと活用して、速いスピードで、なおかつローコストで

というようなところを一つの軸にしながら、北九州での環境でございますとか、筑豊とい

いますか、いろいろな自動車、あるいは九大の有機ＥＬの関係、また都心の中でいろいろ

な都市型のものが出てこようかと思いますけれども、そういうものをリンクさせた形でや

っていきたい。そういう中で、一つの軸としては箱崎等の港の機能というのを大いに活用

したいということで進めております。 

 それから、もう一つ、ちょっと長くなりますけれども、基本新ビジョン、それから、総

合計画をつくる中では、今並行して福岡の経済界のほうで、福岡地域戦略会議というのを
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設けていただいております。その中で、経済界中心に問題提起をされて、そこで出ている

ことの幾つかついて、来年度から具体的に実施していこうじゃないかという動きがござい

ます。そういう経済界、あるいは現場の第一線で経済活動を担っている皆さんからの生の

意見をうちのほうの総合計画にも反映させたいというような形で作業を進めておるところ

でございます。 

 いろいろな港の機能については、博多港の長期構想とか、お話の中で出た日本海側の拠

点港の話とかございますが、そのあたりについては港湾局のほうが専門でございますので、

また説明もあろうかと思います。 

 今ご説明したようなことについて、必要でありますなら、また次回のときにきちんと資

料を整理して、お示しできればというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

【出口委員長】  今のお話でよろしいですか。 

 では、小俣委員、お願いします。 

【小俣委員】  小俣ですけれども、私は三つ申し上げたいと思います。 

 一つは、ＩＣと箱崎のほうを物流の港というふうに位置づけて、中央埠頭と須崎、特に

中央埠頭は人の港ということになっています。それならば、今そこにあるものをすべてＩ

Ｃのほうに持っていくということが必要じゃないかと思いますし、コンベンションのほう

も中央埠頭のほうに今ございますから、そちらはそれによって充実すると。だから、人と

物とを分けるということが１点目です。 

 もう１点は、立地交付金とか補助金とかのさらなる充実が不可欠だと思いますが、これ

は多分市民の税金だと思うんです。ここに関して、今、市の借入金が幾らあるのかちょっ

とわかりませんけれども、そうすると、年間の金利を幾ら払っているのか。これは市役所

が払っているというよりも、市民が払っているわけで、早くしないといけない。土地のご

専門もいらっしゃいますけれども、今の高値でもし土地が鑑定されているとすれば、実勢

の価格がどうなのか。そのギャップが民間の方には出ていくときのリスクになるから、イ

ンセンティブというのはとても充実しないといけない。これが２点目です。 

 もう１点はＩＣの充実、楽しさという面で、大同青果が出るという話を聞いていますの

で、それならば、大同青果さんだけじゃなくて、花市場も持ってくる。ほかにも食肉とか、

要するに、おいしい食べ物、一次産品が集まるようなＩＣマルシェのようなことを考える。

難しい問題があるので魚市場は持ってこられないのかもしれませんけれども、スペインで

言えばバールとか、イタリアで言えばトラットリアとかいう名前の食の市場、マルシェと
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いうようなことをお考えいただきたい。 

 以上、三つをご提案というか、ちょっとお話をしました。 

【出口委員長】  どうもありがとうございました。大変貴重な意見をありがとうござい

ます。 

 土地のお話が出ましたので、平山委員、お願いします。 

【平山委員】  平山でございます。 

 今、小俣委員から土地の値段がという話がありました。私がちょっと事務局のほうに確

認したいと思ったは、１３ページで、立地企業が進出しなかった理由の中に、土地価格が

合わないというのがありますね。これはイケア・ジャパンあたりのことですか。イケヤさ

んは新宮町のほうに出てますが、それですかね。 

【港湾局（馬場）】  済みません、ちょっと個別なことは差し控えさせてもらいますけれ

ども、ここで申し上げているのは、企業さんの想定している価格がそれぞれございまして、

それの想定とはずれていたという、単純にそういうことでございます。 

【平山委員】  わかりました。それから、土地の賃貸云々というのは公有水面埋立法の

関係でかなり制約があるという話をちょっと事務局からお聞きしましたが、そのあたりは

詳しくお話しできますか。 

【港湾局（馬場）】  公有水面埋立法の適用を受けるところに関しては、何らかの制限が

ございますので、それについては３回目に資料で皆さんに詳しくご説明しようと思います。 

【平山委員】  不動産の価格というのは、利用に応じた価格というのが出てくるわけで

すけれども、こういう埋立地というのはある程度造成原価が決まっているものですから、

そこの中でミスマッチが起きているというお話だろうと思います。それは時間の経過とと

もに、地域の情勢とともに、当然ギャップは埋まっていくだろうと思っています。 

 ちょっと視点を変えまして、私は、グリーンアイランドということで、エコも含めて、

エネルギーも地産地消というご説明がありましたけれども、不確かな情報ですけれども、

千葉県のある都市でゴルフ場を開発して、非常にエコタウンみたいな、地産地消的なとこ

ろがあるそうです。伊東先生ご存じですかね。柏市か何かあっちのほうでつぶれたゴルフ

場を……。 

【出口委員長】  今、私が勤めている柏の葉地区でそういう取り組みをしています。 

【平山委員】  ああ、そうですか。そういう話をまねるんじゃなくて、ほんとうに参考

にして。 
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 先ほど村田さんがおっしゃいましたけれども、住んでいる方の、住民の合意をうまく取

り入れないと、まちづくりは絶対できない。私は福岡市の早良区のある大きな住宅団地に

住んだことがありますが、最初は陸の孤島と言われて、非常に不便でした。人間が多くな

らないと生活利便施設ができない。その中で、市が誘導するために、最初から分譲するん

じゃなくて、一定の期間だけは定期借地権で土地を貸すなりで建物や施設を建て、ある程

度たったら、買い取るもよし、別の方法でもいい。資金的なスキームができなければ、そ

ういう流動化のスキームを使いながらやるということも可能です。 

 問題は、黙っていたら、何にも前に進まないということです。このアイランドは非常に、

お話の中であるように国際性とか先端性とかエコという。特に医療も高度ですし、また、

産業は、百道もそうですけれども、物をつくり出すというのはなかなか難しいと思います

ので、知的産業を集積し、いろいろな情報をそこに集めて発信したりする。これはあまり

大型な投資がなくてもできるんですね。こども病院というのはとっても魅力的で、中国だ

って一人っ子政策といいながら、子供は産まれてくるわけですね。難病などについて福岡

市のこども病院が日本の先駆的な役割を果たせば、すばらしいところになっていくと思い

ます。 

 売れないから、売るためにはどうすればいいか。それは簡単です。安くすれば来ますが、

それでは何のためかわからない。まちづくりという、やっぱり一つのきちっとした柱が整

ってなきゃいけませんので、その中で、土地は売るだけじゃなくて、使うために借りられ

るようにする。中国なんか７０年の借地ですからね。所有権を切り売りするという発想を

していけば、何十年分売っているんだというぐらいの発想でいけるんじゃないか。ちょっ

ととりとめのない話になりました。時間がありませんので、また次の機会にします。 

【出口委員長】  ありがとうございました。 

 大きく２点あったと思います。一つは、先ほど千葉県柏市の柏の葉地区の例ですが、実

は、私はここのキャンパスに勤めています。柏の葉地区は、アイランドシティと同じよう

に、某不動産会社が中心になり開発を進めているところです。やはり、既に住み始めてい

る住民の方々の協力なしにはまちづくりはできないということで、アーバンデザインセン

ターをつくっています。私、そこのセンター長を仰せつかっていますが、そこは住民の方

の参加の拠点、そして新しく開発をしていく計画づくりの拠点も担っていて、それを両輪

とするまちづくりを進めています。まさにそこでは、先ほどキーワードで出ましたマルシ

ェも地元のＮＰＯが中心になり、地元の方々と一緒に月に１回行っています。そのときに
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は地域の農産物を地産地消という形で販売し、地域の人たちがそれを楽しむような場にな

っています。是非、アイランドシティもそういう仕組と機能をつくっていただく必要があ

るのではないかと思います。これは私が前回の最後のほうにも申し上げました。 

 それから、あともう一つは、このアイランドシティの強みをどういうふうにとらえるか

ということですね。まだ建設はされていませんが、既に立地が決まっているこども病院を

どのようにサポートしていくのかということと、それを一つの核として、医療・福祉とい

うテーマでどういうふうにこの地域のまちづくりを進めていくのか。それがもしかしたら、

この地域のエコノミー・オブ・スコープと言いますが、あるテーマで集積してくると強み

につながっていくのではないかというご指摘と思います。それは場合によっては、単純に

土地価格で相対的に比較評価される以上の評価につながってくるのではないだろうかとい

うご意見だったかと思います。 

 では、海老井委員、どうぞ。 

【海老井委員】  あまり時間がないようですから。今ちょっと委員長がおっしゃいまし

たけれども、今日の会議、アイランドの未来を語るときに、原点に返って、一体アイラン

ドをどういうふうに位置づけるのか、そのコンセプトを全体的にもう一回確認した上で議

論を進めるべきじゃないかということと、また、既に市のほうで、こういった地域にした

いのだということで、その構想の上にある程度進んでいる中で、その上でこれからどうし

ていくのかということと、それから、現に住んでいらっしゃる住民の方たちの意見をもと

に考えていこうと、何か意見が非常に並行的に進みまして、今度３回目はどういうふうに

なるのかなとちょっと思っているところなんです。その中で既にこども病院が移転するこ

とが決まっているので、その上で意見を言わせてもらいますと、こども病院は、ほんとう

にあそこに行く以上は、県外もでしょうけれども、非常に高度な、難しい病気の子供をア

ジアからも受け入れるような病院になるべきだというふうに思っておりまして、そうする

と、難病とか長期の入院の子供たちが過ごしやすいように、また、そういう子供たちに付

き添う家族、それから、見舞い客、ボランティアの方たちとかも集まるでしょうし、そう

いう意味では、こども病院のあり方というのは一つの健康、医療、福祉ゾーンの中で、核

にして考えていくべきじゃないかと思います。そして、子供はそのうち大きくなりますが、

大きくなったらよくなるというわけでもありませんので、やはり連続して治療を受けられ

る成人を相手にした病院も近くに併設されるべきじゃないかなと思います。また、住民の

方たちも高齢化していくわけで、高齢者を対象にした施設もありますけれども、リハビリ
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テーションセンターとかも総合的な医療の大事な核になるということも考えられるなと思

っていました。また、いろいろな方がそこで宿泊することも必要でしょうから、滞在型の

質のいい、豪華じゃないんだけれども、安心して滞在できるような宿泊施設あたりも必要

じゃないか。いろいろなことを考えていたのですけれども、そういった意味で、先程のこ

れからのアイランドの未来を考えていくときの議論の立脚点について、そこのところがも

う少し次回に向けて整理していただけるとやりやすいなというふうに今日は感じました。 

【出口委員長】  ありがとうございます。はい、どうぞ。 

【貫委員】  要するに、提案が分譲になっているんですよね。ところが、今ご意見出て

いるのは、市、国、県が都市機能的なものを整備していくという考え方が出ているんです

ね。ですから、その接点をどうするかです。そこがごっちゃになってしまっていると思い

ます。 

【出口委員長】  ありがとうございます。 

 予定の時間が来てしまいましたが、まだご発言されてない方で、もし、いれば。はい、

どうぞ、安藤委員、お願いします。 

【安藤委員】  地元の署長であります。 

 今回２回目のフォーラムということで、他の委員さんのお話を聞きまして、ほんとうに

２０年後、３０年後のアイランドシティはどうあるべきか、非常に夢と希望に満ちたとい

いますか、わくわくするようなテーマでありますけれども、私、警察でありまして、どう

しても治安ということで考えます。決してわくわくはできない立場でありまして、前回は、

このアイランドシティの治安情勢、若干説明をさせていただきました。非常に安定をいた

しております。治安というのか、安全・安心というのは、まさに最善の福祉ではないかと

いうふうに、私どもは考えるわけですけれども、そこで何が必要かといいますと、先ほど

土屋委員のペーパーをいただきまして、「安全・安心・オープンマインド・絆」と、こう書

いてありました。 

 最近新聞を見て感じたんですけれども、ある保険会社が、今日本の未来に最も必要なも

のは何かということについて、１万１,０００人からアンケートをいただいたそうでありま

すけれども、最も多かったのが漢字一文字の「絆」だそうです。東北の震災がありまして、

そういう意味でも家庭の絆とか、あるいは地域の絆、非常に社会の絆が大事だなあと感じ

ております。 

 いわゆる犯罪が起きると、当然警察がそこで犯人を捜して、検挙するわけですが、やっ
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ぱりこれでは被害回復はできない。物であれば、そのまま返してもらえば、これは被害が

もとに戻るわけですけれども、特に性犯罪とか、あるいは身体に対する犯罪が非常に多う

ございます。特に性犯罪は福岡県は全国ワースト・ワンでありました。ここ一、二年はワ

ースト・ワンを外れておりますけれども、いまだに福岡県は多いし、特に福岡市が非常に

多いんですね。性犯罪の被害に遭いますと、これは一生心に傷を持ちますし、回復不可能

です。 

 そういう意味で、犯罪の起きない社会づくり、三つ視点があるんですけれども、どうし

たら犯罪が起きないかということで、一つが、いわゆる犯罪を行う可能性のある人物に着

目した施策です。どういうことかいいますと、性犯罪の累犯者といいますか、特に１３歳

未満の強姦とか、あるいは強制わいせつ、これらについては再犯の可能性が非常に高い。

私もあまり具体的には言えませんけれども、そういった者が刑務所から出所しますと、法

務省を通じて警察庁、警察庁から各県警、県警から警察署にその情報が参りまして、そこ

で再発防止ということで、本人にじかに接して、そういった犯行を二度と起こさせない、

こういう施策をやっています。 

 また、少年犯罪、福岡県は、これも全国ワースト・ワンに近いような、ほんとうに不名

誉な現状でありますけれども、非行少年を再発させないと。ここでも私ども警察署で少年

係が対面して、家庭訪問とかしながら再発防止をやっています。これが犯罪を起こすおそ

れのある者に対する施策です。 

 それと、今度は被害者対策、犯罪の被害に遭う可能性のある人物に着目したところの施

策です。これは従前からずっとやっておりますけれども、例えばアイランドシティには小

中学校がありますけれども、つい二、三日前には、留守家庭子供会の生徒さんに防犯教室

を行っております。６月には中学校の生徒１５０人に対して、やはり同じような防犯教室

を行っております。それから、安全・安心に関するいろんなメール配信とか、そういうの

もあります。いろいろな街頭犯罪があっています。ここのアイランドシティは少ないです

けれども、そのたびにメールで登録してある方に配信をして、注意喚起をしているわけで

すけれども、こういったもろもろの活動が被害者に着目した施策です。 

 問題はもう一つなんですけれども、犯罪の起きない環境づくりといいますか、環境整備

です。ここが一番私は重要と思うんです。例えば、今アイランド中央公園、そんなに犯罪

はありません。聞くところによれば、今年は植樹が盗まれた、あるいはホームレスが中に

入って、トイレで洗濯したり、あるいは体を洗ったりということがあるようですけれども、
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そういうところには、やはりだれでも入りやすい、しかし、見えにくいというところが問

題でありまして、これをどうにかせないかん。どうしても、できない場合は防犯カメラと

か防犯灯を整備することが大事ではないかなあと思うんですけれども、そこで、防犯カメ

ラ、この点だけちょっとお話しします。防犯カメラは非常に効果があります。今重要凶悪

事件検挙の報道がよくなされますけれども、ほとんどが防犯カメラを解析して犯人を割り

出して検挙するということなんです。事後捜査でも非常に役立ちますけれども、防犯カメ

ラがあるから犯罪が抑止できる。例えば、ここでは例としてはふさわしくはないけれども、

新宿歌舞伎町に私も行ってみましたけれども、非常に防犯カメラが多い。福岡市内でいう

ならば中洲、ここには３０ぐらいの防犯カメラが設置されておりまして、設置後は非常に

犯罪が減っています。昨年、大名校区でも非常に犯罪が多いということで、２０基ぐらい

が国の事業で配備されました。それから、西新の商店街の皆さんが自主的に２０基ほど設

置をされておるということで、今は、アイランドシティは犯罪が少ないですけれども、将

来、どんな犯罪が発生するのかわかりません。今は想定外という言葉が通じない時代です。

アイランドシティに車で乗り入れるには橋を渡ってくるわけですから、橋とか都市高の出

口、ここらあたりに防犯カメラを設置しますと、抑止につながるし、何かあった場合には

警察としては捜査がしやすいということでありますから、ぜひこういった視点に立って、

ぜひつけていただきたいなというお願いです。 

 もう時間もないようですから、まだ話したいことはありますけれども、次回ということ

で。 

【出口委員長】  どうもありがとうございました。 

 逆に、そういった安全・安心な町だということになると、この地区の付加価値というと

変ですが、魅力がますます増していくことに、大きくつながっていくのではないのかと思

います。また、その辺のノウハウをひとつご教示いただきたいと思います。 

 いかがでしょう、よろしいですか。では、済みません、時間がないので手短にお願いし

ます。 

【長沼委員】  済みません、手短に申し上げます。産業分野の集積を図るという中で、

さまざまな自動車関連産業だとか対象分野が載っておりますけれども、やはり私自身はア

ジアビジネスという部分が最も着目すべき点かなというふうに思っております。 

 そんな中で、前回も申し上げましたし、さっき海老井副知事も言われましたけれども、

こども病院に関しましては福岡市立アジア太平洋こども病院というぐらいの病院をつくっ
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ていただきたいなというふうに思いますことと、そして、青年会議所のほうで２３年前に

設立しましたアジア太平洋こども会議は、初めて来られた子供たちというのが現在もう３

０歳を超えて、それぞれが国、地域でリーダー的な存在として頑張っている中で、今でも

その交流というのがございます。いわゆるグローバル化のビジネスの中で、日本との接点

を持っていきたいという多くの方々がいらっしゃる中で、せっかくそれらのパイプがある

わけですから、ここの新たな産業を創出する町、その他の部分に日本初進出の外国企業、

外資系企業という部分でのそれぞれの条件とか、こういうものがありますし、新病院もで

きるわけですので、ぜひセンター地区、産業ゾーンについては、もうちょっと細かく業態

分野というものを考えて進めていければなというふうに思っております。 

 以上です。 

【出口委員長】  ありがとうございます。 

 いかがでしょう。済みません、手短にお願いしてよろしいですか。また、残りは次回に

ご発言いただけるようにお願いします。 

【森委員】  手短にさせていただきます。各委員のお話、住民としてほんとう大変貴重

なお話をいただいております。私が思いますのには、このアイランドシティはもう２０年

たっておるわけですね。一番最初に構想された方の思いを考えるときに、干潟を残してい

ただいて、こういうラウンドにしていただいた。これは大変苦しかったでしょうけれども、

よくぞ考えていただいたなあと。そういうことも含めますと、先ほどお魚の話も出ました

けれども、実は志賀島漁港というのがありまして、今日出された資料も、すべてそういう

ものを包括していただいていますので、そういうものとあわせて、アイランドシティをど

うリンクさせていくか、そういう視点も、非常にこれからの委員のご発言の中で参考にさ

せていただきたいなと思っております。 

 それから、最後には、やはり何でもブランド名ということは大事で、冒頭、みなとみら

いとか、あるいは神戸のことを申し上げましたけれども、ブランド名で、百道がどれだけ

全国的に有名かというと、神戸の六甲アイランドとか、横浜のみなとみらい並みのブラン

ドをいかに確立していくかというのもすごく大事ではないか、そういう視点で、福岡市民

全体でブランド名を上げていこうというような形で議論が進行されていくと、また住民と

しても大変喜ばしいことかなと思います。 

 最後に、委員長がおっしゃったように、住民が物をつくっていくという話の中で、２３

ページにありますように、スロージョギングとかツール・ド・フクオカとか、はっきり言
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って百道は見るスポーツですけれども、アイランドシティはこういうふうにして、歩いて、

運転させて、子供から介護まで、そういうコンセプトを市につくっていただいているわけ

ですから、それをもっともっと住民として活用していかなくちゃいかんなというのを強く

思っております。ありがとうございました。 

【出口委員長】  どうもありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。もう時間のほうも過ぎましたので、言い残したことは次回に是非

ご発言いただきたいと思います。 

 私が中間の段階で、皆様から出された意見を整理しておりますので、繰り返しは申し上

げませんが、今日の議論は、おそらくこのアイランドシティの未来フォーラムで取り上げ

る枠組みの幅をある程度決めていただいたと思います。 

 まず、今日説明いただいた資料は、現状認識を共有するというためのものですが、もう

少し上位にさかのぼり、アイランドシティだけに焦点を絞るのではなく、より幅広くとい

いますか、福岡市全体、さらには日本の国土計画全体の展望を見据えた上位概念をもう一

度将来シナリオとして考えてみることと、あるいは実際に実務的な観点から、この地域、

この地区に事業者を誘致していくようなインセンティブ、あるいはビジョン、方策を考え

ていくということで、その議論の幅を、今日ある程度決めていただいたのかと思います。 

 この幅に基づきまして、最終的にはこのフォーラムで提言を取りまとめ、市長さんにお

渡しするということになっております。次回また、もう一回今日のような形式で議論を進

めさせていただきたいと思います。４回目以降に出していただきました意見の枠組みを大

きく整理しまして、それに基づきまして提言に向けての議論を収束させていただきたいと

思っておりますので、ひとつよろしくお願いします。 

 最後に補足ですが、このアイランドシティの強みがきちんと整理されてないのではない

か、逆にいうと、弱みが整理されていないのではないかという点が、最後ご指摘としてあ

ったと思います。どうも、その点が整理されてないので、今日の資料も手際よく説明して

いただきましたが、グリーンアイランドの創造という全体コンセプトから、最後の新産業

研究開発ゾーンに集積を進める分野の設定までが、どうもロジカルにつながってない、あ

るいはどうもしっくり来ない印象を受けたのではないのかと思います。是非また、次回以

降にその辺を整理して議論していただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 次回は、本日のご意見、ご質問を踏まえまして、博多港の将来像とアイランドシティの

企業立地を促進するための手法等についてを議題としまして、前回村田委員からご提案が
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ありました地域住民の方々のご意見の紹介や、今日ご承認いただきました民間事業者の方

のご意見を参考にしながら、都市機能についても議論を深めてまいりたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、これをもちまして、第２回のアイランドシティ未来フォームを閉会とさせていた

だきます。どうもありがとうございました。 

 進行を事務局のほうにお返しいたします。 

【事務局（谷口）】  次回の日程のご案内をさせていただきます。第３回フォーラムは９

月１７日土曜日１３時３０分から、会場は別の場所になりまして、福岡国際ホール、西日

本新聞会館の１６階の大ホールＢで行います。大丸のビルの上のほうでございますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

―― 了 ―― 


